
 

13  

昭
和
六
十
三
年
二
月
二
十
五
日
提
出 

質

問

第

一

三

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

四
国
ド
ッ
ク
株
式
会
社
の
労
使
紛
争
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

昭
和
六
十
三
年
二
月
二
十
五
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

原 
 

健 

三 

郎 

殿 

 

提 

出 

者 
 

三 

野 

優 

美 

 

一 

 



 

高
松
市
朝
日
町
一
丁
目
三
番
二
十
三
号
に
本
社
を
置
く
四
国
ド
ッ
ク
株
式
会
社
（
以
下
単
に
「
会
社
」
と
言
う
。
） 

 

で
は
、
昭
和
五
十
五
年
五
月
、
親
会
社
の
三
井
造
船
株
式
会
社
常
務
取
締
役
河
面
良
治
氏
が
社
長
に
就
任
し
て
以 

 
 

来
現
在
ま
で
、
自
己
の
好
ま
ざ
る
労
働
組
合
の
壊
滅
を
め
ざ
す
露
骨
な
不
当
労
働
行
為
が
継
続
し
て
行
わ
れ
、
労 

 
 

使
紛
争
が
絶
え
な
い
。 

会
社
に
は
総
評
所
属
の
全
日
本
造
船
機
械
労
働
組
合
四
国
ド
ッ
ク
分
会
（
以
下
単
に
「
分
会
」
と
言
う
。
）
と
同
盟 

 

所
属
の
全
国
造
船
重
機
械
労
働
組
合
連
合
会
四
国
ド
ッ
ク
労
働
組
合
（
以
下
単
に
「
第
二
組
合
」
と
言
う
。
）
と
が
併 

 

存
す
る
が
、
河
面
社
長
は
第
二
組
合
を
賞
讃
す
る
一
方
、
分
会
を
敵
視
す
る
労
務
政
策
を
と
り
続
け
、
昭
和
五
十 

 
 

六
年
以
降
毎
年
春
闘
時
の
賃
上
げ
や
夏
季
及
び
年
末
一
時
金
要
求
に
対
し
て
、
殊
更
分
会
が
受
入
れ
が
た
い
こ
と 

 

が
予
測
さ
れ
る
労
使
関
係
協
定
書
の
改
定
や
新
協
約
を
前
提
条
件
と
し
て
提
案
し
、
分
会
が
こ
の
前
提
条
件
を
受 

 

 
四
国
ド
ッ
ク
株
式
会
社
の
労
使
紛
争
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

会
社
は
分
会
の
壊
滅
を
図
る
た
め
、
今
回
の
造
船
不
況
を
好
機
と
し
て
昨
年
五
月
、
差
別
的
退
職
強
要
に
よ
つ 

 
 

て
分
会
組
合
員
を
多
数
退
職
さ
せ
て
い
る
。 

一
方
第
二
組
合
は
常
に
会
社
提
案
を
受
諾
す
る
た
め
、
賃
上
げ
及
び
一
時
金
に
つ
い
て
の
協
定
は
難
な
く
成
立 

 

し
て
そ
の
組
合
員
が
新
賃
金
及
び
一
時
金
の
支
払
を
受
け
る
の
に
反
し
、
分
会
所
属
の
組
合
員
は
毎
年
数
ヵ
月
遅 

 

れ
、
ひ
ど
い
時
は
一
年
三
ヵ
月
も
遅
れ
て
支
払
を
受
け
る
差
別
的
取
扱
い
の
パ
タ
ー
ン
が
続
き
、
生
活
に
困
窮
す 

 
 

る
分
会
組
合
員
に
対
す
る
会
社
の
脱
退
工
作
に
よ
つ
て
組
合
員
の
離
脱
が
相
次
ぎ
、
従
業
員
の
半
数
以
下
の
少
数 

 

組
合
に
な
つ
た
。 

参
議
院
寺
田
熊
雄
議
員
が
昭
和
六
十
年
十
二
月
に
参
質
第
四
号
を
も
つ
て
質
問
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
会
社 

 

の
態
度
は
全
く
改
ま
つ
て
い
な
い
。 

諾
し
な
い
限
り
賃
上
げ
や
一
時
金
に
関
す
る
協
定
の
締
結
を
拒
否
す
る
態
度
を
と
り
続
け
た
ば
か
り
か
、
分
会
と 

 

の
団
体
交
渉
を
も
拒
否
す
る
戦
術
を
と
つ
て
き
た
。 

四 

 



 

四 

会
社
は
分
会
と
協
定
す
る
こ
と
な
く
賃
金
を
、
又
住
宅
、
家
族
手
当
な
ど
の
諸
手
当
を
カ
ッ
ト
し
た
り
更
に 

 
 

三 

会
社
は
労
使
慣
行
を
無
視
し
分
会
と
協
議
す
る
こ
と
な
く
、
設
計
技
術
職
の
分
会
組
合
員
の
み
を
差
別
し 

 
 

て
、
現
業
職
に
配
置
転
換
し
退
職
に
追
い
込
ん
で
い
る
が
、
そ
の
経
過
と
現
状
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一 

会
社
は
分
会
組
合
員
の
五
十
五
歳
以
上
は
皆
無
と
し
た
が
、
第
二
組
合
員
で
は
多
数
残
し
て
い
る
の
は
差
別 

 

的
退
職
強
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
そ
の
経
過
と
現
状
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

会
社
は
五
十
三
年
以
降
は
年
間
一
隻
程
度
の
受
注
計
画
を
前
提
に
し
て
人
員
削
減
を
実
施
し
た
が
現
在
は
受 

 

注
船
の
建
造
が
人
手
不
足
で
間
に
合
わ
ず
、
下
請
工
を
増
員
し
た
り
愛
媛
県
の
造
船
所
で
ブ
ロ
ッ
ク
を
建
造
し 

 

て
い
る
が
如
き
多
忙
さ
で
あ
る
。 

か
か
る
事
態
に
か
ん
が
み
、
今
回
改
め
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

斯
様
な
事
態
に
拘
ら
ず
会
社
は
団
体
交
渉
を
一
方
的
に
打
ち
切
り
、
分
会
の
執
行
委
員
長
と
前
執
行
委
員
を 

 

指
名
解
雇
し
て
い
る
矛
盾
は
如
何
な
も
の
か
承
り
た
い
。 

五 

 



 

五 

会
社
の
分
会
つ
ぶ
し
の
攻
撃
は
非
道
の
限
り
を
尽
く
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
に
分
会
が
地
方
労
働
委
員
会
、 

 
 

裁
判
所
な
ど
に
提
訴
し
て
き
た
件
数
と
実
態
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

会
社
は
組
合
費
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
協
定
を
一
方
的
に
打
ち
切
り
、
組
合
費
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
を
拒 

 

否
し
て
い
る
。
分
会
は
従
前
ど
お
り
第
二
組
合
が
締
結
し
て
い
る
チ
ェ
ッ
ク
オ
フ
協
定
と
同
様
の
も
の
を
要
求 

 

し
て
い
る
が
、
会
社
は
拒
否
し
て
差
別
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
不
当
労
働
行
為
で
あ
る
が
政
府
の
見
解
を
承
り 

 
 

た
い
。 

七 

裁
判
所
の
判
例
は
作
業
服
の
更
衣
な
ど
、
又
後
片
付
け
は
労
働
時
間
内
と
し
て
い
る
。
会
社
は
作
業
服
、
安 

 
 

全
靴
、
安
全
ベ
ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
を
着
装
さ
せ
、
始
業
五
分
前
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ラ
ジ
オ
体
操
を 

 
 

さ
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
労
働
基
準
法
違
反
に
な
ら
な
い
か
伺
い
た
い
。 

労
働
時
間
を
延
長
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
労
働
基
準
法
違
反
で
あ
り
そ
の
経
過
と
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た 

 
 

い
。 

六 

 



 

 

七 

八 
河
面
良
治
社
長
は
分
会
つ
ぶ
し
の
不
当
労
働
行
為
を
繰
り
返
し
て
い
る
が
、
こ
の
度
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章 

 

し
た
。
こ
の
叙
勲
ほ
ど
の
様
な
審
査
に
基
づ
い
た
も
の
な
の
か
承
り
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


